
29 - 16
16 - 22
14 - 17

Ｃ 19 - 13
Ｍ コート

　

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 0 0 11 24 0 0 4 0 2 2 0 2 0 0
2 * 1 4 2 4 1 2 4 3 6 9 4 3 1 1
12 * 0 1 10 22 1 3 2 3 3 6 4 3 3 0
22 * 1 3 3 4 0 0 0 4 5 9 2 2 2 1
23 * 0 0 3 6 1 1 3 1 0 1 3 4 0 0
4 0 0 0 0 1 1 2 1 0 2 2 1 1 0 0
14 0 0 0 0 2 0 0 1 3 0 3 0 0 0 0
18 0 1 4 2 5 3 3 2 2 1 3 0 1 1 0
34 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 0 7 7 3 7 3 0 5 5 3 1 2 0
1 * 0 5 1 3 1 1 1 0 2 2 5 4 1 0
19 * 0 0 4 8 0 0 2 2 5 7 2 3 1 1
35 * 0 0 3 7 1 2 2 0 0 0 1 2 0 0
45 * 0 2 2 3 4 4 0 1 5 6 3 0 2 0
12 0 0 0 0 0 1 2 0 0 2 2 0 0 0 0
23 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
26 0 1 3 8 20 5 8 0 6 6 12 3 1 0 0
27 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
75 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
88 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 1 2 0 0 0
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 1 1 1
1 12 25 49 15 24 12 9 27 36 19 11 6 1

2014年度関西学生バスケットボールリーグ戦

Team	 /	 Coach: 露口　亮太 -
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佐々木	 喬行 0 6

福原	 康司 17 32

ST MINTO AS

玉井	 和尭 1

和田	 幸平 7
広倉	 武成 8

REBOUND３Ｐ
BS

小幡	 雄大 3 31

2

大阪産業大学

№ Ｓ 選　手　名
２Ｐ ＦＴ

ＦPTS

Team	 /	 Coach: 天田　英彦
合　　　計 78

0 -

200
RATE 25.0% 45.6% 63.6%

0 -
-

金城	 翔 0 0

龍	 季弥 7 23
村上	 直也

-

0 - -

杜	 家騰 0 6
南家	 佳輔 10 27

-
0 - -
0 - -

1 6

新宅	 悠三 21 40

0 -

安藤	 渉 8 28

辻	 直弥 9 29

Ｓ 選　手　名
ＦＴ

MIN

藤原	 卓哉 22 40
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２次リーグ戦 勝チーム

試	 合	 日 2014.10.05
流通科学大学開始時間 11:00

会　　場 なみはやドーム

流通科学大学

Ｆ
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78 68

敗チーム

大阪産業大学

男子

戦評

　総括、大会12日目勝ち点0で1勝でも多く勝利したい大阪産業大学と、勝ち点3で1勝して来週の試合に繋げたい流通科学
大学との試合。前半は序盤、流科大の持ち味である勢いのあるオフェンスで流れを掴み、最大13点差まで離したが、大産大
の反撃が始まり第2ピリオド中盤からゾーンを組みディフェンスから得点をものにした。それでも流科大は隙があれば鋭いドライ
ブでディフェンスを切り崩しジャンプシュートで逆転を許さず7点差で前半を終了する。後半、大産大はゾーンを続け大産大
#26宮武のミドルシュートなどで逆転に成功した流科大。最後まで勝敗が分からない試合となったが78-68で流科大が勝利し、
流科大の勝ち点は4となる。
　第1ピリオド、大産大ボールから始まり開始早々、大産大#0福原がゴール下のシュートを決める。対する流科大は#23龍がミド
ルシュートを沈める。大産大は#45金を中心としたオフェンスを行うが、流科大は全選手がバランスよく得点と両チームともテン
ポよく得点していく。流科大は速攻に持ち込み2連続得点したところで大産大がたまらずタイムアウト。しかし、流科大のペース
は崩れず勢いのあるオフェンスで得点し続け一気に10点差とした。大産大は残り10秒のラストプレーでシュートを放つもリング
に嫌われ29−16で流科大の13点リードで第1ピリオド終了。
　第2ピリオド、流科大ボールから始まり、流科大#2安藤が3Pシュートを決め、第1ピリオドの勢いを取り戻す。大産大は交代で
#26宮武を投入した後、ゾーンを組み、ダブルチームに行きディフェンスを効かせる。その勢いで大産大#26宮武が3連続得点
を決め、流れを掴みかけたところで流科大タイムアウト。そこからは両チーム共にディフェンスを頑張りなかなか点の動かない
展開となったが45-38で大産大が7点まで詰め寄り前半終了。
　第3ピリオド、流科大ボールで始まる。大産大は引き続きゾーンを続け、流科大のオフェンスを苦しめる。大産大#0福原のバ
スケットカウントや#26宮武のミドルシュートで徐々に点差を縮めていき4点差をつけ、流れは大産大に向きかけたが4点差のま
ま55-59で流科大リード第4ピリオドへ突入する。
　第4ピリオド、大産大は逆転すべく覇気のあるディフェンスでプレッシャーをかけ、徐々に点差を縮めていく。中盤、大産大
#26宮武の3Pシュートで1点差となり、#0福原がゴール下を決め逆転に成功する。会場の盛り上がりも最高潮である。流科大は
たまらずタイムアウトを要求する。それから3分間大産大#26宮武や流科大#1藤原のシュートでシーソーゲームとなる。しかし、
流科大#2安藤、#12新宅の連続得点で4点差をつけ、大産大がタイムアウト。残り1分30秒、まだ諦めるには早いが、流科大は
大産大のミスから速攻に持ち込み6点差をつけた。大産大は残り50秒で後半3回目のタイムアウトを要求する。セットプレーから
シュートを狙うがゴールに嫌われ相手ボールとなったところで流科大がタイムアウト。そして大産大がファウルゲームに持ち込
むが点差を離され78-68で流科大が勝利する。
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